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(57)【要約】
【課題】　比較的小規模な施設を想定し、ポケット部に
中仕切りを設けず、放流された匍匐性動物の拡散や減耗
を抑制し、匍匐性動物の種苗放流技術を確立することの
できる、匍匐性動物の放流施設を提供する。
【解決手段】　四方を包囲するように鉛直方向に立設さ
れた障壁部２１と、前記障壁部２１に囲まれた上面を開
放してなる開口部２２と、前記障壁部２１の片面または
両面から箱状に張り出して下方のみを開放して空気充填
空間２４を形成するポケット部２３とを備えてなる収容
箱本体２を有する匍匐性動物の放流施設１であって、前
記収容箱本体２には、水中で安定的に設置するための錘
３が収容されているとともに、前記空気充填空間２４が
前記障壁部２１の周方向に仕切られることなく連続的に
形成されている。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　四方を包囲するように鉛直方向に立設された障壁部と、前記障壁部に囲まれた上面を開
放してなる開口部と、前記障壁部の片面または両面から箱状に張り出して下方のみを開放
して空気充填空間を形成するポケット部とを備えてなる収容箱本体を有する匍匐性動物の
放流施設であって、
　前記収容箱本体には、水中で安定的に設置するための錘が収容されているとともに、前
記空気充填空間が前記障壁部の周方向に仕切られることなく連続的に形成されている、前
記匍匐性動物の放流施設。
【請求項２】
　前記収容箱本体の周囲を流れる海水を前記収容箱本体内に導く海水導入部を備えている
海水交換手段を有する、請求項１に記載の匍匐性動物の放流施設。
【請求項３】
　前記海水導入部は、前記収容箱本体の上方に配置されており、当該収容箱本体の上方を
流れる海水を前記開口部から前記収容箱本体内に導く導水傾斜面を備えている、請求項２
に記載の匍匐性動物の放流施設。
【請求項４】
前記開口部に外敵の侵入を防止する外敵防止ネットが張設されている、請求項１から請求
項３のいずれかに記載の匍匐性動物の放流施設。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ナマコ等の匍匐性動物の養殖や蓄養を行うための匍匐性動物の放流施設に関
するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、中国等では食用ナマコの需要が拡大しており、特に、北海道産のナマコは好評で
、高値状態が続いている。このため、北海道の各地でナマコの人工種苗生産が行われ、稚
ナマコを海へ放流する取り組みが行われている。
【０００３】
　しかし、ナマコに対しては、有効な標識技術がないため天然のナマコと放流されたナマ
コとの判別が困難である。また、放流後の稚ナマコの挙動が分からないため、放流数に比
べて捕獲されるナマコの数が増減した場合であっても、ナマコが移動・拡散により増減し
たのか、自然減耗したのか、または他の外敵生物に捕食されたのかが分からない。
【０００４】
　つまり、現在では、稚ナマコの人工種苗生産技術は確立されているものの、放流された
ナマコについて生残や成長を把握することが難しい状況にあり、種苗放流してもその効果
は確認できず、種苗放流技術（中間育成技術）は、まだ確立されていない。
【０００５】
　一方、出願人は、ウニやアワビ等の匍匐性動物の移動制御手段として、空気ポケットフ
ェンスを取り付けた移動制御施設の研究および開発を行っている。
【０００６】
　例えば、特許第４８５９５５６号公報では、匍匐性動物の移動制御施設を構築するため
の部材であって、鉛直方向に立設された障壁部と、前記障壁部の片面または両面から箱状
に張り出したポケット部とを有し、前記ポケット部が下面のみが開放された空気充填空間
を形成する匍匐性動物の移動制御施設用部材において、前記空気充填空間を複数の小空間
に仕切るべく前記ポケット部のスパン方向に対して垂直な１または複数の仕切り壁を前記
空気充填空間内に設けたことを特徴とする匍匐性動物の移動制御施設用部材が提案されて
いる（特許文献１）。この特許文献１によると、ポケット部が長大になると、波の影響を
受けて空気が漏出してしまうところ、前記仕切り壁を設けることによって、波によって揺
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動する空気の漏出を抑制することができるとされている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特許第４８５９５５６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、特許文献１に記載された発明においては、空気に没しない前記仕切り壁
を伝ってナマコが全く移動しないとは限らず、前記仕切り壁を伝って逃げてしまうおそれ
がある。また、上部が開口しているため、ナマコを捕食する魚類の侵入を防止できず、一
定のサイズまで成長しないうちはカレイ類等に捕食されて減耗率が高くなるおそれもある
。
【０００９】
　また、従来、ナマコは安価であったため、事業化には大規模な移動制御施設が必要であ
った。そのため、構造物自体の製作・設置するのに工事費が高くつく上、技術的にも難し
く、事業化は実現していない。
【００１０】
　さらに、出願人による匍匐性動物の移動を制御する手法の研究および開発の結果、匍匐
性動物の移動制御施設を小型にして比較的静穏な場所に設置した場合、内部の海水交換が
行われにくくなり、堆積物が腐り易くなることがわかった。また、堆積物に含まれる有機
物は微生物によって分解されるが、その際に溶存酸素が消費される。そのため、海水の交
換が適切に行われないと、有機物の分解が進むにつれて還元状態となって硫化水素が発生
し、水質や底質の悪化を招き、ナマコの生育環境の悪化が懸念される。
【００１１】
　本発明は、このような問題点を解決するためになされたものであって、比較的小規模な
施設を想定し、ポケット部に中仕切りを設けず、放流された匍匐性動物の拡散や減耗を抑
制し、匍匐性動物の種苗放流技術を確立することのできる、匍匐性動物の放流施設を提供
することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明に係る匍匐性動物の放流施設は、四方を包囲するように鉛直方向に立設された障
壁部と、前記障壁部に囲まれた上面を開放してなる開口部と、前記障壁部の片面または両
面から箱状に張り出して下方のみを開放して空気充填空間を形成するポケット部とを備え
てなる収容箱本体を有する匍匐性動物の放流施設であって、前記収容箱本体には、水中で
安定的に設置するための錘が収容されているとともに、前記空気充填空間が前記障壁部の
周方向に仕切られることなく連続的に形成されている。
【００１３】
　また、本発明の一態様として、前記収容箱本体の周囲を流れる海水を前記収容箱本体内
に導く海水導入部を備えている海水交換手段を有してもよい。
【００１４】
　さらに、本発明の一態様として、前記海水導入部は、前記収容箱本体の上方に配置され
ており、当該収容箱本体の上方を流れる海水を前記開口部から前記収容箱本体内に導く導
水傾斜面を備えていてもよい。
【００１５】
　さらにまた、本発明の一態様として、前記開口部に外敵の侵入を防止する外敵防止ネッ
トが張設されていてもよい。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、比較的小規模な施設を想定し、ポケット部に中仕切りを設けず、放流
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された匍匐性動物の拡散や減耗を抑制し、匍匐性動物の種苗放流技術を確立することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明に係る匍匐性動物の放流施設の一実施形態を示す斜視図である。
【図２】本実施形態の匍匐性動物の放流施設を示す平面図である。
【図３】本実施形態における海水交換手段の作用効果によって収容箱本体内に供給される
海水の流れを矢印で示す使用状態図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明に係る匍匐性動物の放流施設の一実施形態について図面を用いて説明する
。
【００１９】
　本実施形態の匍匐性動物の放流施設１は、図１に示すように、匍匐性動物の放流を行う
収容箱本体２と、この収容箱本体２を水中で安定させるための錘３と、前記収容箱本体２
の内部の海水の交換を行う海水交換手段７と、前記収容箱本体２の上面を開放してなる開
口部２２から外敵の侵入を防止する外敵防止ネット４とを有する。以下、各構成について
詳細に説明する。
【００２０】
　収容箱本体２は、匍匐性動物を放流して収容する箱であり、四方を包囲する障壁部２１
と、前記障壁部２１に囲まれた上面を開放してなる開口部２２と、前記障壁部２１の片面
または両面に設けられるポケット部２３とを備えている。
【００２１】
　障壁部２１は、収容箱本体２の内外を仕切る壁材であって、匍匐性動物を放流する領域
の四方を包囲するように鉛直方向に立設されている。本実施形態では、図２に示すように
、平面視で略正方形に配置されているが、この形状に限定されるものではなく、長方形や
多角形、円形など必要に応じて適宜選択してよい。また、各障壁部２１は、ポケット部２
３に中仕切りが無くても空気が流出しない大きさを考慮するとともに、陸上からのクレー
ンによる設置工事を可能とするために、一辺が５ｍ程度の長さに形成されている。また、
収容箱本体２内にナマコが隠れられるような着生基質５を敷設するスペースを確保するた
め、障壁部２１の下端からポケット部２３までの高さが４０ｃｍ程度になるように形成さ
れている。なお、障壁部２１の長さや高さは、特に限定されるものではなく、設置環境等
に応じて適宜選択してよい。
【００２２】
　開口部２２は、収容箱本体２の内部に海水を出入り可能にするとともに、匍匐性動物の
放流および採捕を行うためのものであり、前記障壁部２１に囲まれた上面を開放してなる
。本実施形態における開口部２２は、図２に示すように、ポケット部２３が障壁部２１の
内側面および外側面の両面に設けられているため、内側面に設けられたポケット部２３の
内周面に沿って開口している。
【００２３】
　ポケット部２３は、匍匐性動物が空気充填空間２４へ自ら侵入しない習性を利用して外
部に逃げ出したり、逆に外部からの外敵の侵入を防いだりするためのものであり、前記障
壁部２１の片面または両面に設けられている。このポケット部２３は、図１に示すように
、前記障壁部２１の上部において箱状に張り出して形成されており、下方のみを開放して
その内部に空気を充填する空気充填空間２４が形成されている。本実施形態では、収容箱
本体２が比較的小さく製造されているため中仕切りが不要であり、前記空気充填空間２４
が前記障壁部２１の周方向に仕切られることなく連続的に形成されている。また、前記ポ
ケット部２３は、充填される空気を漏れにくくするため、４０ｃｍ程度の深さに形成され
ている。なお、ポケット部２３の深さは、特に限定されるものではなく、設置場所の波の
影響などを考慮して適宜選択してよい。
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【００２４】
　また、収容箱本体２の底部２５は、匍匐性動物が逃げ出したり、外敵が侵入したりする
のを防止するため底板２５で覆われている。また、この底部２５には、匍匐性動物が隠れ
られるような着生基質５が敷設されているとともに、この着生基質５を交換可能に設置す
る。なお、本実施形態では、着生基質５として、不織性のネットを用いているが、特に限
定されるものではなく、匍匐性動物の種類や成長等に応じて適宜選択してよい。
【００２５】
　さらに、本実施形態における収容箱本体２の外周面には、ロープ等を締結するための掛
止部６が設けられており、海底に埋没されたアンカーブロックや海底の岩礁等に締結固定
できるようになっている。
【００２６】
　つぎに、錘３について説明する。収容箱本体２が比較的小型に形成されて軽いためにポ
ケット部２３に充填した浮力による影響が大きいところ、錘３が前記収容箱本体２の内部
に収容されることで浮力や波浪に対する抵抗力を高め、自重により安定的に海底等に設置
できるようになる。前記錘３は、コンクリートや鋼材等によって形成されており、設置撤
去が簡単に行えることが好ましく、上方に着生基質５を設置するため上面が平らになって
いるものが好ましい。よって、本実施形態では、錘３を安定的に載置するため底部２５に
内部空間を設け、比較的比重の高く玉掛けが容易でかつ上面が平らなＨ型鋼をワイヤーロ
ープ（図示しない）によって固定している。なお、錘３の素材、形状、設置場所および固
定方法は、特に限定されるものではなく、所定の重量および密度等を要するものから適宜
選択してよい。例えば、鋼材にコンクリートブロックを交えたものでもよく、鉄の塊に吊
具を取付たものであってもよい。
【００２７】
　海水交換手段７は、波浪や潮流を利用して収容箱本体２の周囲を流れる海水を収容箱本
体２の内部に流れ込ませることにより、前記収容箱本体２の内部の海水の交換を行い浮泥
を除去したり、浮泥が堆積しにくくするためのものである。海水交換手段７は、様々な手
段が考えられるが、例えば図１および図３に示すように、前記開口部２２の上方を流れる
海水を収容箱本体２の内部に導くための左右一対の海水導入部７１が、前記開口部２２に
架設された棒状の固定部材７２によって固定されている。また、前記各海水導入部７１に
は、前記開口部２２の上方位置から前記収容箱本体２に向けて傾斜された導水傾斜面７１
ａが形成されており、この導水傾斜面７１ａに当接した海水が前記収容箱本体２内へ流れ
込むようになっている。また、本実施形態では、港内に伝達する波や潮流による弱い海水
の流れを収容箱本体２の内部に流れ込ませることができるように、前記一対の海水導入部
７１が左右対称に配置されている。
【００２８】
　なお、海水導入部７１は一対に限定されるものではなく、四方八方から導入するように
複数個を配置してもよく、あるいは円周方向に沿って導水傾斜面７１ａが連続する略逆円
錐状に形成した海水導入部７１を配置してもよい。また、海水導入部７１の配置位置につ
いても限定されるものではなく、海水の流れやその強弱等に応じて適宜選択して配置すれ
ばよい。
【００２９】
　外敵防止ネット４は、開口部２２から魚などの外敵が侵入するのを防止するためのネッ
トであり、前記開口部２２に張設されている。本実施形態における外敵防止ネット４は、
ポリエステル繊維等による耐腐食性に強い素材が用いられており、図１および図２に示す
ように、前記開口部２２より一回り大きい略正方形状に形成されている。この外敵防止ネ
ット４は、障壁部２１の上部の周方向に沿って配置された複数のアングル材４１によって
挟持され、前記アングル材４１をボルトおよびナット等の締結具４２によって固定してい
る。なお、外敵防止ネット４の網目形状等は、特に限定されるものではなく、外敵等の侵
入を防止可能な形状等から適宜選択してよい。
【００３０】
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　つぎに、本実施形態の匍匐性動物の放流施設１における各構成の作用について説明する
。なお、匍匐性動物にはナマコ、ウニ、アワビ等が該当するが、本実施形態では、ナマコ
を放流する場合を例として説明する。
【００３１】
　匍匐性動物の放流施設１は、港内、護岸や防波堤の背後等、比較的波当たりの穏やかな
場所に水没させ、海底に固定して使用される。本実施形態における収容箱本体２は、比較
的小型に形成されているため、作業船などを用いずに岸壁等の陸上からクレーンで吊り上
げて設置することができる。このとき、収容箱本体２内の空気による浮力によって水没さ
せづらい場合は、ポンプ等によって海水を収容箱本体２内に給水しながら設置を行う。
【００３２】
　また、収容箱本体２は水平を保つように水没させることにより、ポケット部２３の空気
充填空間２４に空気が充填させた状態となる。充填される空気の量が少ない場合は、別途
、空気ポンプ等で充填すればよい。
【００３３】
　そして、水没させた収容箱本体２は、図示しないが、ロープ等によって掛止部６と海底
のアンカーブロック等とを締結し固定する。
【００３４】
　収容箱本体２内には、稚ナマコや一定程度成長したナマコを放流し、養殖や蓄養を行う
。底部２５には着生基質５が設置されており、ナマコが着生し易いようになっている。ま
た、前記着生基質５は、ナマコの成長等に合わせて交換することも可能であり、ナマコの
成育の促進を図れる。
【００３５】
　ポケット部２３では、ナマコ等の匍匐性動物が空気充填空間２４に充填された空気によ
り侵入を忌避するため、前記障壁部２１の内外における前記匍匐性動物の移動を防止する
。特に、本実施形態では、中仕切りを設けていないため、空気層が周方向に仕切られるこ
となく連続的に形成されており移動できる箇所を無くしている。
【００３６】
　また、本実施形態では、ポケット部２３を外面にも設けたため、ヒトデ、カニ、ヤドカ
リ等のナマコの外敵となる匍匐性動物の侵入を防ぐことができる。また、天然のナマコの
侵入も防止するため、放流されたナマコの数や大きさの把握等、個体管理がし易い。
【００３７】
　外敵防止ネット４では、カレイ等の稚ナマコを捕食する魚類の侵入を防止する。これに
より、外敵から守ることで減耗率を低くし、稚ナマコ等を一定の大きさに成長するまで安
全に生息させることができる。
【００３８】
　つまり、着生基質５を変えて出荷サイズの個体が生息できる環境にすれば、養殖ナマコ
として出荷することが可能となる。また、蓄養用として利用すれば、出荷調整が可能とな
り、高価格で安定した供給を行うことができる。
【００３９】
　よって、標識技術を用いなくともナマコの増減、生残や成長を把握することが可能とな
り、種苗放流効果の確認も容易となって、種苗放流技術を確立することができる。
【００４０】
　また、水没させた匍匐性動物の放流施設１は、収容箱本体２内に収容された錘３の重力
が、ポケット部２３に充填された空気の浮力よりも大きく働くため、水中で安定的に設置
することができるので、充填された空気は、流出せずに充填された状態を保つことができ
る。本実施形態では、ポケット部２３に中仕切りを設けていないため、中仕切りを設けた
ものに比べて空気は流出し易いが、５ｍ四方の比較的小さなサイズに形成されているとと
もに、波の穏やかな港内等に設置されるため、空気の流出は殆どない。
【００４１】
　海水交換手段７では、図３に示すように、波浪によって流れる海水を海水導入部７１の
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導水傾斜面７１ａによって流れる方向を変えて収容箱本体２の内部に導入する。本実施形
態における海水交換手段７では、海水導入部７１が左右対称に設けられているため、寄せ
波および引き波のいずれの方向の流れでも海水が収容箱本体２の内部に供給される。よっ
て、収容箱本体２の内部の海水を交換する機会が増え、波浪の弱い場所に設置された場合
であっても新鮮な海水が効率的に供給される。
【００４２】
　新たに供給される海水によって、古い海水が排出されるとともに、収容箱本体２の内部
を撹拌するため、急激な浮泥の堆積は抑えられる。浮泥に含まれる有機物が微生物によっ
て分解される際、海水中に含まれる溶存酸素を利用して分解されるが、新たに海水が供給
されるため、溶存酸素は欠乏しない。つまり、これによって還元状態を回避することがで
きるので硫化水素の発生や水質および底質の悪化を防止することができ、ナマコ等の匍匐
性動物にとって好適な生息環境が維持される。
【００４３】
　以上のような本実施形態の匍匐性動物の放流施設１によれば、以下の効果を得ることが
できる。
１．放流後の匍匐性動物を施設内に確保することができるとともに、放流されたナマコと
天然ナマコとの混同が生じないため、放流されたナマコについて生残や成長を把握、種苗
放流の効果の確認が容易になり、種苗放流技術発展の一助を担うことができる。
２．稚ナマコ等の放流した匍匐性動物を外敵から守ることができるため、高い生存率で養
殖、蓄養を行うことができる。
３．蓄養用として利用すれば、出荷調整が可能となり高価格で安定した供給を行うことが
できる。
４．近年のナマコの価格高騰とともに、匍匐性動物の放流施設１を小型に製造することで
製造コストを抑制することによって、採算が取れるようになり、ナマコの養殖、蓄養を事
業化することができる。
５．匍匐性動物の放流施設１は比較的小型に形成されているため、陸上からクレーンで吊
り上げて設置することができ、設置費用や維持費用を格段に抑制することができる。
６．波浪の影響をまともに受けない場所に設置することにより、収容箱本体２や錘３を軽
く形成することができ、経済的にも安価に製作することができる。
７．浮泥の堆積を防ぐとともに、堆積した浮泥を除去することで、収容箱本体２の内部の
水質および底質を良好に維持し、ナマコの生育環境を良好に保つことができる。
【００４４】
　なお、本発明に係る匍匐性動物の放流施設は、前述した実施形態に限定されるものでは
なく、適宜変更することができる。
【００４５】
　例えば、障壁部２１は、パンチングメタル等を用いることにより、収容箱本体２の内外
で海水の流通が自由にできるような隙間を設けてもよい。
【符号の説明】
【００４６】
　１　匍匐性動物の放流施設
　２　収容箱本体
　３　錘
　４　外敵防止ネット
　５　着生基質
　６　掛止部
　７　海水交換手段
　２１　障壁部
　２２　開口部
　２３　ポケット部
　２４　空気充填空間
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　２５　底部
　４１　アングル材
　４２　締結具
　７１　海水導入部
　７１ａ　導水傾斜面
　７２　固定部材

【図１】

【図２】

【図３】
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